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　皆さんが納めた税金がどのように使われているか、また市の財政がどのような状況にあるのか、知っていた
だくために財政状況を公表しています。 

○収支差引額　決算時点での収入と支出の差額。支出が収入を上回ると赤字となる。 
○一時借入金　支払いを行うために、金融機関等から一時的に借金をすること 
○引 継 金　新しい市に持越しを行う金額 

　平成17年度の新市の予算は、合併前のそれぞれの市町村で計画されていた事業を
行うために、9月末までに執行した残りのお金と、合併に伴い必要になった経費、
新市として行うべき事業の経費を計上しています。 

【増分】 
・市長および市議会議員選挙費 
・生活保護費（町村は県で対応していた） 

【減分】 
・町村長や助役、教育長などの人件費 
・町村の議員報酬 

　一般会計は、特別会計や企業会計以外の地方公共団体の行政サービスの経費を計上した会計で、環境、
福祉、教育や道路・河川整備などいろいろな事業を行っています。  
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だくために財政状況を公表しています。 
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　特別会計は、特定の収入（国民健康保険料や下水道使用料など）でその事業の支出が
賄われます。新佐賀市には、国民健康保険事業や公共下水道事業などの７会計があります。 

　市の土地、建物や基金など、新佐賀市の平成１７年１０月１日 
現在の財産の状況は、下記のとおりです。［企業会計分除く］ 

証 券

○他会計からの繰替 
支払いを行うために、他の会計（この場合は一般会計）等から一時的に借金をすること 

（m2） 

※この他、温泉権（旧富士町）12m2があります。 

（m2） （個） 

引継金一時借入金他会計からの繰替収支差引額支出済み額収入済み額旧予算額市町村別会　　計
【新市予算額】

１５億６,８３０万円△１５億６,８３０万円６２億９,６０８万円４７億２,７７８万円１４２億２,３５０万円旧佐賀市

国民健康保険
【１１８億６,９０４万円】

５２０万円５２０万円５億２,０５８万円５億２,５７９万円１２億９,１７０万円旧諸富町

１億円１億４,９１９万円△２億４,９１９万円９億３,５８０万円６億８,６６２万円１８億８,５２１万円旧大和町

３,１８１万円３,１８１万円２億３,９６３万円２億７,１４４万円５億９,２３６万円旧富士町

７３万円７３万円７,２８３万円７,３５６万円１億９,３０４万円旧三瀬村

３,７７４万円１億円１７億１,７４９万円△１７億７,９７５万円８０億６,４９３万円６２億８,５１９万円１８１億８,５８１万円合　　計

５万円５万円３,７３１万円３,７３６万円７,９３７万円旧三瀬村国民健康保険診療所
【５,２３７万円】

１４万円１４万円７７億１,８８９万円７７億１,９０３万円１６３億２,７６７万円旧佐賀市

老人保健医療
【１１３億６,７５６万円】

１,８７３万円１,８７３万円５億４,７８２万円５億６,６５５万円１２億３,７８１万円旧諸富町

５万円５万円１０億９,３８５万円１０億９,３８９万円２５億２,６５５万円旧大和町

３億７,５２７万円３億７,５２７万円８億５,１７９万円旧富士町

４０６万円４０６万円１億２,１２０万円１億２,５２６万円２億８,０５８万円旧三瀬村

２,２９８万円２,２９８万円９８億５,７０２万円９８億８,０００万円２１２億２,４４２万円合　　計

１億   ３４９万円１億   ３４９万円２８億４,４８４万円２９億４,８３３万円１１８億７,０７５万円旧佐賀市

公共下水道
【１０２億８,３３３万円】

２億１,４６２万円△２億１,４６２万円３億   ８３３万円９,３７２万円９億８,４２５万円旧諸富町

３,１６８万円△３,１６８万円２億７,１３７万円２億３,９６９万円９億３,５５９万円旧大和町

１億   ３４９万円２億４,６２９万円△１億４,２８１万円３４億２,４５４万円３２億８,１７４万円１３７億９,０５９万円合　　計

６３万円６３万円６,１０９万円６,１７２万円４億９,７７２万円旧富士町特定環境保全公共下水道
【４億２,６４０万円】

４万円４万円１,２７３万円１,２７７万円７億７,１９２万円旧佐賀市

農業集落排水
【９億６,４３９万円】

１２４万円１２４万円８８８万円１,０１２万円１,９８８万円旧諸富町

９９万円９９万円１億１,７０８万円１億１,８０７万円３億１,８５２万円旧富士町

２２６万円２２６万円１億３,８６９万円１億４,０９６万円１１億１,０３１万円合　　計

７９万円７９万円１,１４９万円１,２２８万円２,３６３万円旧大和町

簡易水道
【３,７７２万円】

２,５５２万円２,５５２万円４,９１８万円旧富士町（中央）

３３万円３３万円７２万円１０５万円２５１万円旧富士町（南部）

１１３万円１１３万円３,７７３万円３,８８５万円７,５３２万円合　　計

＊表示単位未満四捨五入のため、合計等が一致しない場合があります。

会計別旧市町村別決算状況（見込み）及び新市予算額（案）

�

　道路、河川、公園や小・中学校、下水道などの公共施設の整備を
行うために、国や金融機関などから長期にわたって借りているお金
のことです。 
（平成１７年１０月１日現在の見込額） 

　年度内に、資金が不足した場合に、一時的に借り入れるお金のことです。 
平成１７年１０月１日現在で７億９千万円借り入れています。 
（一般会計…６億９千万円、特別会計…１億円）　※企業会計除く 

　企業会計は、一企業の経営という観点から経理している会計です。新佐賀市には、交
通事業や水道事業などの４会計があります。 

新予算額収入・支出済み額旧予算額区　　　分企　業　名

３億８，３２１万円３億２，４７０万円７億　３３５万円収　入営業活動
によるもの

交　通
４億７，８６８万円４億２，３６８万円９億　２２７万円支　出

５７０万円８７万円５７０万円収　入建設改良
に要するもの １億４，５７４万円８４万円１億４，６５８万円支　出

２３億８，６０７万円２１億８，４００万円４４億１，３７５万円収　入営業活動
によるもの

水　道
２３億４，７５５万円２０億７，２３６万円４３億３，８７１万円支　出

４億３，５３６万円１億３，７２８万円５億４，３４２万円収　入建設改良
に要するもの １０億７，６７３万円６億７，７５１万円１６億８，９７６万円支　出

３９８万円２１４万円６１２万円収　入営業活動
によるもの

工業用水道
３９８万円２１４万円６１２万円支　出

７５万円１８２万円２５７万円収　入建設改良
に要するもの １８８万円１８２万円３４６万円支　出

７億６，８４０万円５億９，５５４万円１５億４，７００万円収　入営業活動
によるもの

富士大和
温泉病院

７億６，８４０万円７億２，５９７万円１５億４，７００万円支　出

５，９８９万円６，０６３万円１億１，９３３万円収　入建設改良
に要するもの ８，９８６万円９，０１７万円１億８，００３万円支　出

＊表示単位未満は四捨五入のため、合計等が一致しない場合があります。

企業別決算状況（見込み）および新市予算状況（案）
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　特別会計は、特定の収入（国民健康保険料や下水道使用料など）でその事業の支出が
賄われます。新佐賀市には、国民健康保険事業や公共下水道事業などの７会計があります。 
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支払いを行うために、他の会計（この場合は一般会計）等から一時的に借金をすること 

（m2） 

※この他、温泉権（旧富士町）12m2があります。 

（m2） （個） 

引継金一時借入金他会計からの繰替収支差引額支出済み額収入済み額旧予算額市町村別会　　計
【新市予算額】

１５億６,８３０万円△１５億６,８３０万円６２億９,６０８万円４７億２,７７８万円１４２億２,３５０万円旧佐賀市

国民健康保険
【１１８億６,９０４万円】

５２０万円５２０万円５億２,０５８万円５億２,５７９万円１２億９,１７０万円旧諸富町

１億円１億４,９１９万円△２億４,９１９万円９億３,５８０万円６億８,６６２万円１８億８,５２１万円旧大和町

３,１８１万円３,１８１万円２億３,９６３万円２億７,１４４万円５億９,２３６万円旧富士町

７３万円７３万円７,２８３万円７,３５６万円１億９,３０４万円旧三瀬村

３,７７４万円１億円１７億１,７４９万円△１７億７,９７５万円８０億６,４９３万円６２億８,５１９万円１８１億８,５８１万円合　　計

５万円５万円３,７３１万円３,７３６万円７,９３７万円旧三瀬村国民健康保険診療所
【５,２３７万円】

１４万円１４万円７７億１,８８９万円７７億１,９０３万円１６３億２,７６７万円旧佐賀市

老人保健医療
【１１３億６,７５６万円】

１,８７３万円１,８７３万円５億４,７８２万円５億６,６５５万円１２億３,７８１万円旧諸富町

５万円５万円１０億９,３８５万円１０億９,３８９万円２５億２,６５５万円旧大和町

３億７,５２７万円３億７,５２７万円８億５,１７９万円旧富士町

４０６万円４０６万円１億２,１２０万円１億２,５２６万円２億８,０５８万円旧三瀬村

２,２９８万円２,２９８万円９８億５,７０２万円９８億８,０００万円２１２億２,４４２万円合　　計

１億   ３４９万円１億   ３４９万円２８億４,４８４万円２９億４,８３３万円１１８億７,０７５万円旧佐賀市

公共下水道
【１０２億８,３３３万円】

２億１,４６２万円△２億１,４６２万円３億   ８３３万円９,３７２万円９億８,４２５万円旧諸富町

３,１６８万円△３,１６８万円２億７,１３７万円２億３,９６９万円９億３,５５９万円旧大和町

１億   ３４９万円２億４,６２９万円△１億４,２８１万円３４億２,４５４万円３２億８,１７４万円１３７億９,０５９万円合　　計

６３万円６３万円６,１０９万円６,１７２万円４億９,７７２万円旧富士町特定環境保全公共下水道
【４億２,６４０万円】

４万円４万円１,２７３万円１,２７７万円７億７,１９２万円旧佐賀市

農業集落排水
【９億６,４３９万円】

１２４万円１２４万円８８８万円１,０１２万円１,９８８万円旧諸富町

９９万円９９万円１億１,７０８万円１億１,８０７万円３億１,８５２万円旧富士町

２２６万円２２６万円１億３,８６９万円１億４,０９６万円１１億１,０３１万円合　　計

７９万円７９万円１,１４９万円１,２２８万円２,３６３万円旧大和町

簡易水道
【３,７７２万円】

２,５５２万円２,５５２万円４,９１８万円旧富士町（中央）

３３万円３３万円７２万円１０５万円２５１万円旧富士町（南部）

１１３万円１１３万円３,７７３万円３,８８５万円７,５３２万円合　　計

＊表示単位未満四捨五入のため、合計等が一致しない場合があります。

会計別旧市町村別決算状況（見込み）及び新市予算額（案）

�

　道路、河川、公園や小・中学校、下水道などの公共施設の整備を
行うために、国や金融機関などから長期にわたって借りているお金
のことです。 
（平成１７年１０月１日現在の見込額） 

　年度内に、資金が不足した場合に、一時的に借り入れるお金のことです。 
平成１７年１０月１日現在で７億９千万円借り入れています。 
（一般会計…６億９千万円、特別会計…１億円）　※企業会計除く 

　企業会計は、一企業の経営という観点から経理している会計です。新佐賀市には、交
通事業や水道事業などの４会計があります。 

新予算額収入・支出済み額旧予算額区　　　分企　業　名

３億８，３２１万円３億２，４７０万円７億　３３５万円収　入営業活動
によるもの

交　通
４億７，８６８万円４億２，３６８万円９億　２２７万円支　出

５７０万円８７万円５７０万円収　入建設改良
に要するもの １億４，５７４万円８４万円１億４，６５８万円支　出

２３億８，６０７万円２１億８，４００万円４４億１，３７５万円収　入営業活動
によるもの

水　道
２３億４，７５５万円２０億７，２３６万円４３億３，８７１万円支　出

４億３，５３６万円１億３，７２８万円５億４，３４２万円収　入建設改良
に要するもの １０億７，６７３万円６億７，７５１万円１６億８，９７６万円支　出

３９８万円２１４万円６１２万円収　入営業活動
によるもの

工業用水道
３９８万円２１４万円６１２万円支　出

７５万円１８２万円２５７万円収　入建設改良
に要するもの １８８万円１８２万円３４６万円支　出

７億６，８４０万円５億９，５５４万円１５億４，７００万円収　入営業活動
によるもの

富士大和
温泉病院

７億６，８４０万円７億２，５９７万円１５億４，７００万円支　出

５，９８９万円６，０６３万円１億１，９３３万円収　入建設改良
に要するもの ８，９８６万円９，０１７万円１億８，００３万円支　出

＊表示単位未満は四捨五入のため、合計等が一致しない場合があります。

企業別決算状況（見込み）および新市予算状況（案）
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  ◎問い合わせ　本庁　資産税課　　　　　　　　　　�土地４０・７０７０　家屋４０・７０７１
  　　　　　　　大和支所　市民サービス課　課税係　�５１・２４１２
  　　　　　　　諸富支所　市民サービス課　課税係　�４７・２１３１（代表）

２－３　固定資産税と都市計画税の課税標準と税率・税額
　固定資産税と都市計画税における課税標準額（税額計算のもとになる価額）は、家屋については固定資産課
税台帳に登録された固定資産評価額、土地については固定資産評価額を基に価格の上昇や下落に伴う調整措置
や住宅用地に対する特例などを講じた後の価額となります。
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�������	
��
�����※注：地方税法改正により変更になる場合があります。

※１新築住宅の場合、固定資産税額については一定期間軽減措置が別途設けられています。
※２小規模住宅用地とは住宅１戸当たり２００㎡までの敷地、一般住宅用地とは住宅１戸当たり２００㎡を超え住宅の延床面積の１０倍までの敷地
となります。

２－４　固定資産税と都市計画税の免税点
　市内で同一の人が所有する土地や建物の各々の課税標準額合計が一定の金額に満たない場合には、固定資産
税と都市計画税は課税されません。
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　新佐賀市となり、旧諸富町・旧大和町・旧富士町・旧三瀬村にお住まいの方や固定資産をお持ちの方は、平成１８

� ��������������������������������������������������������������������

年度の固定資産税・都市計画税および市県民税の納期は、下記のとおりに変更されますのでご注意ください。
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平成１８年度



�

�������	
　都市計画とは都市計画法に基づく総合的な街
づくり計画のことで、佐賀市の行政区域のうち、
旧佐賀市全域・旧諸富町全域・大和町の一部地域
（春日・川上地区）が佐賀都市計画区域として指
定されています。
　都市計画区域は、都市を計画的に開発していく
上で市街化を推進する�������と、農業用
地保全や緑地保全を重点とし市街化を抑制する
�������	
に分類されます。

　�������市街化区域において都市が機能
的に開発されるように都市施設整備や市街地開
発事業などの�������	
��
���
�������	�
��
�����です。

≪都市施設整備≫
１．道路、駐車場などの交通施設
２．公園、緑地、広場などの公共空地
３．水道・電気・ガス供給施設、下水道整備、
　　汚物処理場、ごみ焼却場
４．河川その他の水路
５．学校、図書館、研究施設その他の教育文化施設
６．病院、保育所、社会福祉施設など

≪市街地開発事業≫
１．土地区画整理事業や開発許可により住宅地、商業地、工業地などの面的な整備を行います。

�������	
��
２－１　都市計画税を納める人（納税義務者）、課税の対象となる資産
　都市計画法による都市計画区域のうち、毎年1月1日（賦課期日）現在

・・・・・・ ・・・・・・ ・・
の市街化区域に所在する固定資産（土

地・家屋）の所有者で、登記簿に登記または固定資産補充課税台帳に登録されている方です。
　　　　※固定資産税・都市計画税の適用関係
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�	　　 （面積単位：�）
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�������������

２－２　税額の計算方法
　税額の計算方法は、固定資産税と同様な計算が
行われます。

◆固定資産税額＝課税標準額×税率１.４％
�������	
����
�������

�������	

　旧佐賀市の市街化区域に所在する固
定資産については、旧佐賀市市税条例
によりすでに都市計画税を課税してい
ましたが、新佐賀市市税条例の施行に
より、平成１８年度から�������
��������	
��
��
� � � � � � � � � � � � � �

につ
いても都市計画税を課税することにな
りました。
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国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
と
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
万
が
一
の
障
が
い
や
死
亡
の

と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

〔「
口
座
振
替
」な
ら
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す
〕

・「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
を
佐

賀
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（
申
出
書
は
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

〔「
納
付
書
」が
あ
れ
ば
現
金
で
納

付
で
き
ま
す
〕

・
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ま
た
は
、
社

会
保
険
事
務
所
で
納
付
で
き
ま
す
。

・
前
納
（
希
望
の
月
か
ら
年
度
末

ま
で
の
納
付
）
希
望
の
方
は
、
社

会
保
険
事
務
所
か
ら
一
括
納
付
書

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
金
融
機
関

等
で
納
付
で
き
ま
す
。

■
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

方
に
は
保
険
料
免
除
制
度
や
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
保
険
料
免
除
制
度
」
に
は
、「
全

額
免
除
」
と
「
半
額
免
除
」
の
２

種
類
が
あ
り
、
免
除
の
対
象
と
な

る
方
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な

場
合
で
す
。

①
前
年
の
所
得
（
収
入
）
が
少
な

く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
（
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
中
の
所
得

が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

②
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
の
方
で
、
前
年

の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
場
合

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

⑤
そ
の
他
、
申
請
の
あ
っ
た
日
の

属
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
被
災
さ
れ
た
場
合

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」は
、　

歳
２０

代
の
所
得
の
低
い
方（
学
生
を
除
く
）

に
つ
い
て
、申
請
者
本
人（
配
偶
者
を

含
む
）の
所
得
が
一
定
額
以
下
と
な

る
場
合
、申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。（
世
帯
主

の
所
得
は
審
査
の
対
象
外
）

　

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資
格

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
受

給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
社
会
保
険
事
務
所

�
�
�
�
�
�
�
�
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現
在
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
請
求
の

期
限
は
、
平
成　

年
６
月　

日
�

１８

２１

ま
で
で
す
。

　

ま
だ
請
求
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、

請
求
の
期
限
ま
で
に
請
求
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

平
成
８
年
３
月

　

日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養

３１所
等
に
入
所
さ
れ
て
い
た
方

■
請
求
の
期
限

　

平
成　

年
６
月　

日
�

１８

２１

■
そ
の
他　

左
記
の
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
請
求
を
さ
れ
て
も
補
償

金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
既
に
当
該
補
償
金
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方

� 
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判

上
の
和
解
が
成
立
さ
れ
て
い
る
方

�
平
成　

年
６
月　

日
に
お
い
て

１３

２２

生
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方

◎
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課

　

�
0
3
・
5
2
5
3
・
1
1
1
1

　

内
線
2
3
6
9
、
2
9
8
0

・
場
所　

本
庄
町
末
次

・
年
間
料
金
６
千
円
／　

㎡
25

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
希
望
す
る

農
園
名
を
ご
記
入
の
上
、
農
林
水

産
課
ま
で
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
申
し

込
み
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
7
1
1
6

40

　

F
A
X　
　

・
6
2
4
4

26

E-m
ail
nosui@

city.saga.lg.jp
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現
在
、
佐
賀
市
に
は
７
カ
所
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
が
あ
り

ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

と
は
、
自
分
で
自
由
に
野
菜
を
栽

培
し
、
収
穫
で
き
る
体
験
農
園
で

す
。
春
野
菜
の
栽
培
に
向
け
て
土

作
り
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
金
立
友
貞
農
園
（　

区
画
）

４９

・
場
所　

ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
九
州

　

の
北
東

・
年
間
料
金
６
千
円
／　

㎡
25

■
パ
ン
プ
キ
ン
ガ
ー
デ
ン（
５
区
画
）

・
場
所　

本
庄
町
末
次

・
年
間
料
金
６
千
円
／　

㎡
25

■
村
岡
ほ
の
ぼ
の
農
園（
７
区
画
）

�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�

�

�
�
�
��

�
�
�

　

佐
賀
を
代
表
す
る
書
家
で
あ
り
、

政
治
家
で
も
あ
っ
た
副
島
種
臣
の

書
と
遺
品
、
約
1
4
0
点
を
一
堂

に
展
示
す
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
日
時　

１
月
１
日
�
〜　

日
�

２９

　
　
　
　

９
時　

分
〜　

時

３０

１８

月
曜
日
及
び　

日
�
は
休
館

１０

■
場
所　

佐
賀
県
立
美
術
館

■
観
覧
料　

大
人
1
�
0
0
0
円

（
前
売
8
0
0
円
）、大
高
生
6
0

0
円
（
前
売
5
0
0
円
）、
小
中
生

4
0
0
円
（
前
売
3
0
0
円
）

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
新
聞
社
事

　

業
グ
ル
ー
プ　

�　

・
2
1
5
1

28

�

�

�

審
議
会 

等
の
開
催 

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

■
開
催
日
時　
　

月　

日
�　

時

１２

２２

１４

■
開
催
場
所　

本
庁
２
階
庁
議
室

■
傍
聴
可　
（
審
議
内
容
に
よ
っ

て
は
、
途
中
傍
聴
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ　

本
庁　

人
事
課

　

給
与
係　

�　

・
７
０
３
１

４０

　

�　

・
４
１
９
１

３１

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

国
民
年
金
室

　

�　

・
７
２
７
５

４０

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

�

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

募
　
　
集 

　

市
が
行
う
入
札
に
参
加
し
た
い

方
は
、あ
ら
か
じ
め
市
に
業
者
の

登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。今
回
申
請
さ
れ
る
方
の
登
録

期
間
は
、平
成　

年
４
月
か
ら
平

１８

成　

年
３
月
ま
で
で
す
。登
録
を

１９
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の
要
領
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
建
設
工
事
関
係
﹈

■
受
付
期
間　

１
月　

日
�
〜

11

　
　
　
　
　
　

１
月　

日
�

31

■
受
付
場
所　

契
約
検
査
課

　
　
　
　
　
　
（
本
庁
４
階
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

■
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
青
色
」の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

﹇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
委

託
関
係
﹈

■
受
付
期
間　

１
月　

日
�
〜

11

　
　
　
　
　
　

１
月　

日
�

31

■
受
付
場
所　

契
約
検
査
課

　
　
　
　
　
　
（
本
庁
４
階
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

■
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
赤
色
」の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

﹇
物
品
購
入
・
そ
の
他
の
業
務
委
託

関
係
﹈

■
受
付
期
間　

１
月　

日
�
〜

11

　
　
　
　
　
　

１
月　

日
�

31

■
受
付
場
所　

契
約
検
査
課（
本

庁
４
階
）ま
た
は
各
支
所
の
総
務
課

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
、宛
先
は
契
約
検
査

課
調
達
係
と
し
、期
限
は
１
月　
31

日
�
消
印
ま
で
）

■
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、契
約
検
査
課
調
達
係
で
配

布
し
ま
す
。（
２
０
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
Ａ
４
用
紙
の
入
る
返
信
用

封
筒
を
送
付
す
れ
ば
、郵
送
も
可
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

調
達
係

　

�　

・
７
０
４
７

４０

�
��

��

�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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■
業
務
内
容

　

公
民
館
職
員
の
勤
務
時
間
以
外

（
夜
間
・
休
日
な
ど
）の
公
民
館
の

鍵
の
開
閉
、火
災
予
防
、盗
難
防
止

の
業
務
、文
書
の
受
け
取
り
お
よ

び
館
内
外
の
清
掃
な
ど
。

■
管
理
委
託
料

　

月
額　

５
１
�
０
０
０
円

■
委
託
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
〜
平
成　

１８

１６

１８

年
３
月　

日
３１

　

以
後
、1
年
ご
と
の
契
約
更
新

を
原
則
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書（
写
真
付
き
）を
大
財
別

館
２
階
の
生
涯
学
習
課
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。受
付
後
、面
接
日
時

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り　
　

月　

日
�

１２

２６

■
そ
の
他

　

年
齢
制
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、住
み
込
み
が
で
き
る
こ
と
、ま

た
、職
員
の
勤
務
時
間
以
外（
夜

間
・
休
日
な
ど
）の
管
理
が
可
能
な

方
に
限
り
ま
す
。

　

光
熱
水
費
は
原
則
個
人
負
担
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

生
涯
学
習
課　

庶
務
係

　

�　

・
7
3
6
5

40
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佐
賀
県
と
佐
賀
市
が
協
同
で
誘

致
し
た「
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

佐
賀
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」の
求
人

案
内
・
登
録
を
佐
賀
市
唐
人
二
丁

目
の
登
録
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
操
業

開
始
は
平
成　

年
５
月
の
予
定
で

１８

す
が
、研
修
期
間
な
ど
を
考
慮
し
、

随
時
登
録
を
開
始
し
平
成　

年
２

１８

月
ま
で
を
登
録
紹
介
期
間
と
し
て

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、お
電
話
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

ビ
ー
ウ
ィ
ズ
・
損
保
ジ
ャ
パ
ン

　

佐
賀
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
登
録
係

　

�
０
１
２
０
・　

・
２
２
２
２

９８

　
（
平
日
９
時　

分
〜　

時
）

３０

１９

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://saiyo.bew
ith.ne.jp/top.htm
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■
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
料〈
5
0
0
円
〉は

受
講
生
負
担
）

■
対
象　

佐
賀
市
在
住
の
小
学
生

■
期
間　

平
成　

年
1
月　

日
〜

18

21

平
成　

年
3
月　

日（
毎
週
土
曜

18

11

日
・
全
8
回
）

■
時
間　

9
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

■
定
員　
　

名
15

■
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、

性
別
、学
校
名
、学
年
・
組
を
記
入

の
上
、〒
8
4
0－

0
8
1
4
佐

賀
市
成
章
町
1
番
7
号
佐
賀
市
青

少
年
課「
小
学
生
卓
球
教
室
」係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
教
室
の
申
し
込
み
に
は
保

護
者
の
承
諾（
保
護
者
氏
名
と
押

印
）が
必
要
で
す
。

ま
た
、兄
弟
は
１
枚
の
は
が
き
で

申
し
込
み
可
能
で
す
。

■
締
め
切
り

　

平
成　

年
1
月　

日
�
必
着

18

11

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、

結
果
を
1
月　

日
�
ま
で
に
お
知
ら

13

せ
し
ま
す
。な
お
、今
年
度
開
催
し
た

第
1
回
小
学
生
卓
球
教
室
に
抽
選
漏

れ
し
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
課

　
（
佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）

　

� 　

・
2
3
3
1

24
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�

�

■
場
所　

佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ

ー（
旧
青
年
の
家
）



�

�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
	


�

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
と
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
万
が
一
の
障
が
い
や
死
亡
の

と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

〔「
口
座
振
替
」な
ら
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す
〕

・「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
を
佐

賀
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（
申
出
書
は
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

〔「
納
付
書
」が
あ
れ
ば
現
金
で
納

付
で
き
ま
す
〕

・
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ま
た
は
、
社

会
保
険
事
務
所
で
納
付
で
き
ま
す
。

・
前
納
（
希
望
の
月
か
ら
年
度
末

ま
で
の
納
付
）
希
望
の
方
は
、
社

会
保
険
事
務
所
か
ら
一
括
納
付
書

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
金
融
機
関

等
で
納
付
で
き
ま
す
。

■
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

方
に
は
保
険
料
免
除
制
度
や
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

「
保
険
料
免
除
制
度
」
に
は
、「
全

額
免
除
」
と
「
半
額
免
除
」
の
２

種
類
が
あ
り
、
免
除
の
対
象
と
な

る
方
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な

場
合
で
す
。

①
前
年
の
所
得
（
収
入
）
が
少
な

く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
（
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
配
偶
者

お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
中
の
所
得

が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

②
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
の
方
で
、
前
年

の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
場
合

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

⑤
そ
の
他
、
申
請
の
あ
っ
た
日
の

属
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
被
災
さ
れ
た
場
合

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」は
、　

歳
２０

代
の
所
得
の
低
い
方（
学
生
を
除
く
）

に
つ
い
て
、申
請
者
本
人（
配
偶
者
を

含
む
）の
所
得
が
一
定
額
以
下
と
な

る
場
合
、申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。（
世
帯
主

の
所
得
は
審
査
の
対
象
外
）

　

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資
格

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
受

給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
社
会
保
険
事
務
所

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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現
在
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
請
求
の

期
限
は
、
平
成　

年
６
月　

日
�

１８

２１

ま
で
で
す
。

　

ま
だ
請
求
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、

請
求
の
期
限
ま
で
に
請
求
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

平
成
８
年
３
月

　

日
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養

３１所
等
に
入
所
さ
れ
て
い
た
方

■
請
求
の
期
限

　

平
成　

年
６
月　

日
�

１８

２１

■
そ
の
他　

左
記
の
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
請
求
を
さ
れ
て
も
補
償

金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
既
に
当
該
補
償
金
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方

� 
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判

上
の
和
解
が
成
立
さ
れ
て
い
る
方

�
平
成　

年
６
月　

日
に
お
い
て

１３

２２

生
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方

◎
問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課

　

�
0
3
・
5
2
5
3
・
1
1
1
1

　

内
線
2
3
6
9
、
2
9
8
0

・
場
所　

本
庄
町
末
次

・
年
間
料
金
６
千
円
／　

㎡
25

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
希
望
す
る

農
園
名
を
ご
記
入
の
上
、
農
林
水

産
課
ま
で
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
ご
案
内
を
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
申
し

込
み
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
7
1
1
6

40

　

F
A
X　
　

・
6
2
4
4
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E-m
ail
nosui@

city.saga.lg.jp
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現
在
、
佐
賀
市
に
は
７
カ
所
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
が
あ
り

ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

と
は
、
自
分
で
自
由
に
野
菜
を
栽

培
し
、
収
穫
で
き
る
体
験
農
園
で

す
。
春
野
菜
の
栽
培
に
向
け
て
土

作
り
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
金
立
友
貞
農
園
（　

区
画
）

４９

・
場
所　

ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
九
州

　

の
北
東

・
年
間
料
金
６
千
円
／　

㎡
25

■
パ
ン
プ
キ
ン
ガ
ー
デ
ン（
５
区
画
）

・
場
所　

本
庄
町
末
次

・
年
間
料
金
６
千
円
／　

㎡
25

■
村
岡
ほ
の
ぼ
の
農
園（
７
区
画
）

�
�
�
�
�
�

�
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�
�
�
�
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佐
賀
を
代
表
す
る
書
家
で
あ
り
、

政
治
家
で
も
あ
っ
た
副
島
種
臣
の

書
と
遺
品
、
約
1
4
0
点
を
一
堂

に
展
示
す
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
日
時　

１
月
１
日
�
〜　

日
�

２９

　
　
　
　

９
時　

分
〜　

時

３０

１８

月
曜
日
及
び　

日
�
は
休
館

１０

■
場
所　

佐
賀
県
立
美
術
館

■
観
覧
料　

大
人
1
�
0
0
0
円

（
前
売
8
0
0
円
）、大
高
生
6
0

0
円
（
前
売
5
0
0
円
）、
小
中
生

4
0
0
円
（
前
売
3
0
0
円
）

◎
問
い
合
わ
せ　

佐
賀
新
聞
社
事

　

業
グ
ル
ー
プ　

�　

・
2
1
5
1

28

�

�

�

審
議
会 

等
の
開
催 

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

■
開
催
日
時　
　

月　

日
�　

時

１２

２２

１４

■
開
催
場
所　

本
庁
２
階
庁
議
室

■
傍
聴
可　
（
審
議
内
容
に
よ
っ

て
は
、
途
中
傍
聴
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ　

本
庁　

人
事
課

　

給
与
係　

�　

・
７
０
３
１

４０

　

�　

・
４
１
９
１

３１

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

国
民
年
金
室

　

�　

・
７
２
７
５

４０

　

ま
た
は
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

�

��
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

募
　
　
集 

　

市
が
行
う
入
札
に
参
加
し
た
い

方
は
、あ
ら
か
じ
め
市
に
業
者
の

登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。今
回
申
請
さ
れ
る
方
の
登
録

期
間
は
、平
成　

年
４
月
か
ら
平

１８

成　

年
３
月
ま
で
で
す
。登
録
を

１９
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の
要
領
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
建
設
工
事
関
係
﹈

■
受
付
期
間　

１
月　

日
�
〜

11

　
　
　
　
　
　

１
月　

日
�

31

■
受
付
場
所　

契
約
検
査
課

　
　
　
　
　
　
（
本
庁
４
階
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

■
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
青
色
」の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

﹇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
委

託
関
係
﹈

■
受
付
期
間　

１
月　

日
�
〜

11

　
　
　
　
　
　

１
月　

日
�

31

■
受
付
場
所　

契
約
検
査
課

　
　
　
　
　
　
（
本
庁
４
階
）

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

■
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
赤
色
」の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

﹇
物
品
購
入
・
そ
の
他
の
業
務
委
託

関
係
﹈

■
受
付
期
間　

１
月　

日
�
〜

11

　
　
　
　
　
　

１
月　

日
�

31

■
受
付
場
所　

契
約
検
査
課（
本

庁
４
階
）ま
た
は
各
支
所
の
総
務
課

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
、宛
先
は
契
約
検
査

課
調
達
係
と
し
、期
限
は
１
月　
31

日
�
消
印
ま
で
）

■
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、契
約
検
査
課
調
達
係
で
配

布
し
ま
す
。（
２
０
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
Ａ
４
用
紙
の
入
る
返
信
用

封
筒
を
送
付
す
れ
ば
、郵
送
も
可
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

調
達
係

　

�　

・
７
０
４
７

４０

�
��

��

�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



■
業
務
内
容

　

公
民
館
職
員
の
勤
務
時
間
以
外

（
夜
間
・
休
日
な
ど
）の
公
民
館
の

鍵
の
開
閉
、火
災
予
防
、盗
難
防
止

の
業
務
、文
書
の
受
け
取
り
お
よ

び
館
内
外
の
清
掃
な
ど
。

■
管
理
委
託
料

　

月
額　

５
１
�
０
０
０
円

■
委
託
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
〜
平
成　

１８

１６

１８

年
３
月　

日
３１

　

以
後
、1
年
ご
と
の
契
約
更
新

を
原
則
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書（
写
真
付
き
）を
大
財
別

館
２
階
の
生
涯
学
習
課
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。受
付
後
、面
接
日
時

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り　
　

月　

日
�

１２

２６

■
そ
の
他

　

年
齢
制
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

が
、住
み
込
み
が
で
き
る
こ
と
、ま

た
、職
員
の
勤
務
時
間
以
外（
夜

間
・
休
日
な
ど
）の
管
理
が
可
能
な

方
に
限
り
ま
す
。

　

光
熱
水
費
は
原
則
個
人
負
担
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

生
涯
学
習
課　

庶
務
係

　

�　

・
7
3
6
5

40

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
��
�

　

佐
賀
県
と
佐
賀
市
が
協
同
で
誘

致
し
た「
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

佐
賀
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」の
求
人

案
内
・
登
録
を
佐
賀
市
唐
人
二
丁

目
の
登
録
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
操
業

開
始
は
平
成　

年
５
月
の
予
定
で

１８

す
が
、研
修
期
間
な
ど
を
考
慮
し
、

随
時
登
録
を
開
始
し
平
成　

年
２

１８

月
ま
で
を
登
録
紹
介
期
間
と
し
て

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、お
電
話
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

ビ
ー
ウ
ィ
ズ
・
損
保
ジ
ャ
パ
ン

　

佐
賀
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
登
録
係

　

�
０
１
２
０
・　

・
２
２
２
２

９８

　
（
平
日
９
時　

分
〜　

時
）

３０

１９

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://saiyo.bew
ith.ne.jp/top.htm
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�
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�
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�
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■
受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、ス
ポ

ー
ツ
安
全
保
険
料〈
5
0
0
円
〉は

受
講
生
負
担
）

■
対
象　

佐
賀
市
在
住
の
小
学
生

■
期
間　

平
成　

年
1
月　

日
〜

18

21

平
成　

年
3
月　

日（
毎
週
土
曜

18

11

日
・
全
8
回
）

■
時
間　

9
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

■
定
員　
　

名
15

■
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住

所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、

性
別
、学
校
名
、学
年
・
組
を
記
入

の
上
、〒
8
4
0－

0
8
1
4
佐

賀
市
成
章
町
1
番
7
号
佐
賀
市
青

少
年
課「
小
学
生
卓
球
教
室
」係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
教
室
の
申
し
込
み
に
は
保

護
者
の
承
諾（
保
護
者
氏
名
と
押

印
）が
必
要
で
す
。

ま
た
、兄
弟
は
１
枚
の
は
が
き
で

申
し
込
み
可
能
で
す
。

■
締
め
切
り

　

平
成　

年
1
月　

日
�
必
着

18

11

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、

結
果
を
1
月　

日
�
ま
で
に
お
知
ら

13

せ
し
ま
す
。な
お
、今
年
度
開
催
し
た

第
1
回
小
学
生
卓
球
教
室
に
抽
選
漏

れ
し
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
課

　
（
佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）

　

� 　

・
2
3
3
1

24

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

�

�

�

■
場
所　

佐
賀
市
青
少
年
セ
ン
タ

ー（
旧
青
年
の
家
）



��

　

一
般
業
務
は
、　

月　

日
�
か

12

29

ら
１
月
３
日
�
ま
で
休
み
で
す
。

　

な
お
、
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
な
ど
）
は
、
本
庁
の

時
間
外
窓
口（
市
役
所
西
玄
関
横
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

�
�
�
�
（
�　

・
３
１
５
１
）

24

　

一
般
業
務
は
、　

月　

日
�
か

12

29

ら
１
月
３
日
�
ま
で
休
み
で
す
。

使
用
の
開
始
・
廃
止
な
ど
事
前
に

分
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
、早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、修
理
な
ど
緊
急
の
場

合
は
、休
日
に
関
係
な
く
取
り
扱

い
ま
す
。（
市
役
所
で
の
受
け
付
け

は
休
み
ま
す
）

�
�
�
�
（
�　

・
１
３
１
３
）

33

�
�
�
�
（
�　

・
３
１
５
５
）

23

　

年
末
年
始
は
ご
み
の
収
集
日
が

通
常
と
異
な
り
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
を
確
認
し
て
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
ご
み
の
量
が
増
え
、

交
通
も
渋
滞
す
る
た
め
、
収
集
時

間
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
に
つ
い

て
は
、
市
報　

ペ
ー
ジ
（
年
末
ご

１４

み
特
集
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
環
境
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
２
４
３
０

30

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り

業
者
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
年
末
の
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
お
早
め
に
収
集

手
配
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

�
�
�
�
�
�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
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○○××××××○�������	
���
�����

○○××××○○○�������	
�������	


○○××××××○�������	
��
��������

○○××××××○�������	
��

����������������

○○××××××○���������	
��������	
�	�
	��������

××○○○○×××�������	

��
��

○○○○○○○○○�������	
��

�������

○○××××××○��������������

○○○××○○○○�����

○○××××××○�����������	
��
���������

○○�������	
������

���○�������	
��

○○○����

�����������○○○�����������������������	��
��	��

○○○○○○○○○�������������������������	��
��	��
ちどり

○：通常業務を行います。　　×：休みます。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
年
末
年
始
の
休
み
に
つ

い
て
は
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

【
旧
佐
賀
市
、
旧
諸
富
町
、
旧
富

士
町
に
お
住
ま
い
の
方
の
場
合
】

　

し
尿
の
く
み
取
り
は　

月　

日
�

12

30

か
ら
１
月
４
日
�
ま
で
休
み
で
す
。

　

浄
化
槽
汚
泥
の
受
け
入
れ
は
原

則
と
し
て　

月　

日
�
ま
で
と

12

22

な
っ
て
い
ま
す
。

【
旧
大
和
町
に
お
住
ま
い
の
方
の
場
合
】

　

し
尿
も
浄
化
槽
汚
泥
も　

月　
12

30

日
�
午
後
か
ら
１
月
４
日
�
ま
で

休
み
で
す
。

【
旧
三
瀬
村
に
お
住
ま
い
の
方
の
場
合
】

　

し
尿
も
浄
化
槽
汚
泥
も　

月　
12

３０

日
�
午
後
か
ら
１
月
４
日
�
ま
で

休
み
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０

４０

　

年
末
の
犬
お
よ
び
猫
の
引
き
取

り
業
務
は　

月　

日
�
ま
で
、
年

12

26

始
は
１
月
４
日
�
か
ら
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
中
部
保
健
衛
生
対
策
課

　

食
品
衛
生
担
当

　

�　

・
１
９
０
６

３０

�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

月　

日
�
・　

日
�
は
土
日

12

29

30

祝
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

　
　

月　

日
�
か
ら
１
月
３
日
�
ま

12

31

で
は
特
別
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
バ
ス
停
に
も
掲
示
し

ま
す
。

　

佐
賀
市
休
日
夜
間
こ
ど
も
診
療

所
は　

月　

日
�
ま
で
の
平
日
は

１２

３０

午
後
８
時
か
ら
午
後　

時
ま
で
、

１０

　

月　

日
�
か
ら
１
月
３
日
�
ま

１２

３１

で
は
午
前
９
時
か
ら
午
後　

時
ま

１０

で
受
診
で
き
ま
す
。

　

１
月
４
日
�
以
降
の
平
日
は
午

後
８
時
か
ら
午
後　

時
ま
で
と
な

１０

り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
（
�　

・
９
１
７
４
）

36
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この中に資源になるものはいくつあるでしょう？ 
（答えは１４ページ） 



��

　今あるものを最後まで使い切るようにしましょう。家のなかにはまだ使えるものが眠ってい
ませんか？ 

　年末の大掃除をすると、使わなくなった家具や着なくなった洋服など、いらなくなったものが
たくさん出てきます。こんなときは、捨てる前にフリーマーケットを利用してみましょう！自分
には必要ないものでも、欲しいと思う人は意外といるものですよ。 

　使いかけや残ってしまった野菜などが、冷蔵庫の中にありませんか？こんなときは、細かく刻
んでスープやカレー、炊き込みごはんなどにしてしまいましょう。これが意外といい味だすんです。 

　フリーマーケットに出すにはちょっと･･･というようなものは自分で修理したり、別のものに
作り変えてみましょう。たとえば、家具の色を変えたり、いすの布を張りかえたり、古着を使いや
すい大きさに切ってぞうきん代わりにするなど、ちょっとしたアイデアですてきなものができる
はずです！ 

　最後にリサイクルです。どうしても捨てるときはきちんと分別して資源として使えるようにし
ましょう。 

　ちょっとしたことに気をつけるだけで、ごみを減らすことができます。 

　クリスマスプレゼントやお歳暮の包装紙や空き箱を燃えるごみとして捨てていませんか？燃
えるごみのうちいちばん多いのが紙類です！面倒くさがらずにきちんと分別することで資源
として使うことができます！ 

　燃えるごみのうち約３分の１が水分です。生ごみの水切りをするだけで、ごみの重さはかなり
軽くなります！ 

　これはもうすでに定着していますね。今ではいろいろな種類の詰め替え商品が売られています。
環境にも、お財布にもやさしい優れものです。 

　買い物に行ったときに、レジ袋を断わることもごみ減量につながります。たかがレジ袋されど
レジ袋、日本では一人あたり年間約300枚ものレジ袋を使っているんです。 

リユース 

リサイクル 

��

このグラフは佐賀市環境センターに持ち込まれたごみの量です。 
他の月に比べて12月のごみ量が多くなっているのが分かりますね。 

年末のごみを減らすにはどうしたらいいか、みんなで考えてみましょう。 

　家から出るごみを減らすことも大切ですが、その前にごみになりそうな物は買わない・持ち
込まないことが大切です。 

　この時期は、いろんなお店でバーゲンがあって、つい衝動買いしてしまうもの。でも安いから
といって飛びつく前に、本当に必要なものか考えましょう。必要以上に買ってしまったものは結
局ごみになってしまいます。 

７４００ 

７２００ 

７０００ 

６８００ 

６６００ 

６４００ 

６２００ 

６０００ 
単位（t） 

H１５年度 
平均 

H１５年 
１２月 

H１６年度 
平均 

H１６年 
１２月 

H１７年度 
平均 

H１７年 
１２月 

？ 

　今年の大掃除では、家の中のものをもう一度整理してみましょう。そして来年からは、無駄な
ものを買わない生活を実践しましょう。 

　年末年始はごちそうを作る機会も多くなります。はりきって作っても、残って捨ててしまうと
もったいないし、ちょっと悲しいですよね。かといって、残さないようにがんばって食べると、体
重の減量が必要になってしまいます。やっぱり、適量作ることが一番！ 

リデュース 
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環境にも、お財布にもやさしい優れものです。 

　買い物に行ったときに、レジ袋を断わることもごみ減量につながります。たかがレジ袋されど
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年末のごみを減らすにはどうしたらいいか、みんなで考えてみましょう。 

　家から出るごみを減らすことも大切ですが、その前にごみになりそうな物は買わない・持ち
込まないことが大切です。 

　この時期は、いろんなお店でバーゲンがあって、つい衝動買いしてしまうもの。でも安いから
といって飛びつく前に、本当に必要なものか考えましょう。必要以上に買ってしまったものは結
局ごみになってしまいます。 
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１２月 

？ 

　今年の大掃除では、家の中のものをもう一度整理してみましょう。そして来年からは、無駄な
ものを買わない生活を実践しましょう。 

　年末年始はごちそうを作る機会も多くなります。はりきって作っても、残って捨ててしまうと
もったいないし、ちょっと悲しいですよね。かといって、残さないようにがんばって食べると、体
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リデュース 
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市町村合併（平成１７年１０月１日）後のごみの直接持ち込み等については、市町村合
併前と変わっておりませんのでご注意ください。 

年末のごみの直接搬入は大変混み合います。 
大掃除は早めに済ませましょう！ 

【問い合わせ】本庁環境課　ごみ減量推進係　　　　 30-2430 
　　　　　　　（諸富支所）環境下水道課環境係　　 47-2131 
　　　　　　　（大和支所）環境下水道課環境係　　 51-2421 
　　　　　　　（富士支所）環境下水道課環境係　　 58-2117 
　　　　　　　（三瀬支所）市民サービス課環境係　 56-2111

※表紙の答え　4つ…（破れてしまった服）（空き缶、空きビン）（包装紙・空き箱）（新聞・雑誌・ダンボール） 
　ただし、支所によっては一部資源として回収していない場合があります。 

富士クリーン 
センター 
佐賀市富士町大字鎌原１５３６－１ 

【搬入時間】 
年末年始は１２月３０日から 
１月４日までお休みです。 

平日……９：３０～１６：３０ 
土・日・祝日………休み 

佐賀市 
環境センター 
佐賀市高木瀬町大字長瀬２３６９ 

（諸富町、大和町、富士町、三瀬村を除く） 

※身分証明書が必要です。 

※身分証明書が必要です。 

※事前に支所での申請が必要です。 

【搬入時間】 
年末年始は１２月３１日１２時から 
１月３日までお休みです。 

月～金曜日（祝祭日含む） 
　　　　　　　……８：３０～１７：００ 
土曜（祝祭日含む）…８：３０～１２：００ 
日曜 ………………………… 休み 

脊振広域 
クリーンセンター 
神埼郡脊振村大字鹿路３３６２－１ 

クリーンセンター大和 
佐賀市大和町大字松瀬４３０４ 

【搬入時間】 
年末年始は１２月３０日１２時から 
１月３日までお休みです。 

　　　平日……９：００～１２：００、 
　　　　　　 １３：００～１６：００ 
　　　　土曜…９：００～１２：００ 
　　　　日・祝日………休み 

【搬入時間】 
年末年始は１２月３０日から 
１月３日までお休みです。 

月～金曜日（祝祭日含む） 
　　…８：３０～１１：３０、１３：００～１６：３０ 
土・日曜日………………………休み 
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【
漏
水
の
調
べ
方
に
つ
い
て
】

１
、
家
の
中
の
水
道
の
蛇
口
を
す

べ
て
閉
め
ま
す
。

２
、
水
道
メ
ー
タ
の
ふ
た
を
開
け

て
、
針
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
を
確
認

し
ま
す
。

　

左
の
写
真
の
よ
う
に
、
星
形
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ゆ
っ
く

り
で
も
回
っ
て
い
る
と
、
漏
水
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

通
常
、水
が
メ
ー
タ
を
通
る
と
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
回
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
た
め
、家
の
中
で
水
道
を
使

用
し
て
い
な
け
れ
ば
、パ
イ
ロ
ッ
ト

は
止
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

�
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�
�
�
�
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ま
め

　

漏
水
個
所
と
し
て
は
、
ま
ず
水

洗
ト
イ
レ
や
蛇
口
、
ま
た
、
太
陽

熱
温
水
器
や
給
湯
器
の
器
具
、
地

中
に
埋
も
れ
て
い
る
給
水
管
や
宅

地
内
配
管
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、
佐
賀

市
指
定
の
工
事
店
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
水
装
置
は
、
各
自
の
財
産
で

す
の
で
、
定
期
的
に
確
認
し
て
維

持
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
期
の
検
針
の
際
に
正

確
に
効
率
よ
く
行
う
た
め
に
、

●
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

置
か
な
い

●
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
常
に

き
れ
い
に

●
飼
い
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
メ

ー
タ
か
ら
離
れ
た
所
に
つ
な
ぐ
こ
と

以
上
の
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

水
道
局　

総
務
課

　

�　

・
１
３
３
０

３３

�����������	
��
�
�������	
��

�������������������	
��
�

　平成１７年度には変更はありません。平成１８年度からは次のとおりです。
　なお、平成１８年４月検針分の料金は、旧自治体の料金を適用します。
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���������������

��������

����

��������

�������

�������	��������

�����������������
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����������������������

平成 18年度からの新市料金体系（一般用　1期　2カ月当たり　税込）

その他の料金（１m3につき）
����������

�����������

������������

※プール用料金（旧佐賀市）については、平成１８年４月から廃止されます。
※官庁用・学校用料金（旧大和町）については、平成１８年４月から廃止されます。
※旧大和町、旧富士町の閉開栓手数料は、平成１８年４月から廃止されます。

◎問い合わせ
　〒８４９-８５５８　佐賀市若宮三丁目６番６０号　佐賀市水道局　営業課　料金調定係　�３３・１３１３

�������	


������
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������������

����������������

��������	��������

���������������

（ 請求額に１円未満の端数があるときは、端数を切り捨てた
額が請求額になります）
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「
ま
ち
か
ら
始
ま
る
音
楽
フ
ェ
ス

タ
」通
称「
ま
ち
お
ん
」は
、平
成　
１８

年
５
月　

日
�
に
、第
３
回
を
開
催

２１

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、現
在
、出
演
者

を
募
集
中
で
す
。

■
募
集
対
象

　

音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
ま
ち
が
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、主
催
者

か
ら
の
出
演
料
や
交
通
費
な
ど
の

支
払
い
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、事
務
所
等
と
契
約
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、そ
の
点
、ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

演
奏
を
Ｃ
Ｄ
、Ｍ
Ｄ
、テ
ー
プ
な

ど
に
録
音
し（
ダ
ン
ス
等
の
場
合
は

V
H
S
に
録
画
）、所
定
の
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
、ま
ち
お
ん
事
務

局
に
郵
送
、ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、ま
ち
お
ん
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス　

http://m
achi-on.com

/

■
締
め
切
り

　

平
成　

年
1
月　

日
�
必
着

18

31

　

出
演
決
定
に
つ
い
て
は
、実
行
委

員
会
の
審
査
員
が
審
査
を
行
い
、2

月
末
ま
で
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
8
4
0－

0
8
3
1

佐
賀
市
松
原
一
丁
目
２
番　

号
35

佐
賀
商
工
会
議
所
内　

ま
ち
お
ん
事
務
局

　

担
当：

能
仁（
の
う
に
ん
）

　

�　

・
5
1
5
7　
　
　
　
　

24

　

F
A
X　
　

・
2
8
3
1

26

　

E
メ
ー
ル

nounin@
saga-cci.or.jp

　

な
お
、ま
ち
お
ん
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、協
賛
企
業
も
同
時
に
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎
ま
ち
お
ん
と
は

　
「
ま
ち
か
ら
始
ま
る
音
楽
フ
ェ

ス
タ
」
通
称
「
ま
ち
お
ん
」
は
、

佐
賀
の
若
手
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

商
店
主
の
企
画
に
よ
る
、
佐
賀
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
育
成
・
交
流
・

発
信
と
市
街
地
の
活
性
化
を
テ
ー

マ
と
し
た
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　

第
2
回
ま
ち
お
ん
は
、
中
心
市

街
地
を
ス
テ
ー
ジ
に　

会
場
、
1

11

0
0
組
以
上
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
出
演
し
、
延
べ
1
万
人
の
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。
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佐
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
、早
稲

田
大
学
と
協
力
し
て
、「
早
稲
田
・
佐

賀　

世
紀
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

２１
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

月
に
行
い

１１

ま
し
た
第
一
回
出
前
講
座
は
、自
然

科
学
教
室
で
し
た
。中
学
生　

名
が

３０

バ
ス
で
移
動
し
な
が
ら
、自
然
の
不

思
議
さ
面
白
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
、第
二
回
目
は
、歴
史
分
野

か
ら「
大
隈
重
信
講
座
」で
す
。歴
史

に
興
味
が
あ
る
中
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
の
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
講
座
名

　
「
私
た
ち
に
活
か
そ
う

　
　
　
　

大
隈
さ
ん
の
生
き
方
」

■
講
師

　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

　
　

文
学
博
士　

大
槻
宏
樹　

氏

■
対
象

　

市
内
在
住
の
中
学
生　

名
50

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
日
時

　

平
成　

年
１
月　

日
�

18

２８

　
　

時
〜　

時

１０

１２
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�






�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�



■
場
所　

佐
賀
市
歴
史
民
俗
館

　
　
　
　

旧
古
賀
家

（
佐
賀
市
柳
町　

市
重
要
文
化
財
）

■
内
容

　

大
隈
重
信
さ
ん
の
人
生
を
た
ど

り
な
が
ら
、現
在
の
暮
ら
し
や
社
会

の
仕
組
み
の
あ
り
方
を
楽
し
く
学

び
ま
す
。大
隈
さ
ん
の
小
さ
い
頃
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞
か
せ
て
も
ら
い

ま
す
。参
加
者
全
員
に
早
稲
田
大
学

か
ら
の
受
講
記
念
品
進
呈
！

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
締
切

　
　

月　

日
�
厳
守

１２

２８

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課　

教
育
政
策
係

　

�　

・
７
３
５
２

４０

※
準
備
等
に
つ
い
て
は
学
校
を
通

　

じ
て
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

第 2回まちおんの
様子。歌あり、ダ
ンスありで 1日街
なかが音楽に包ま
れました。

まちおんのメンバーは、現在
いろんなイベントにも出演し
ています。
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平成 17年 11 月 21 日現在

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

の
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）
を
助

成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
３
歳
未

満
の
方
（
満
３
歳
の
誕
生
日
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
対
象
）

※
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
受

給
資
格
証
が
必
要
で
す
。
受
給
資

格
証
の
交
付
申
請
の
手
続
き
は
、

こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所
乳
幼
児

医
療
担
当
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
、

健
康
保
険
証
（
お
子
さ
ん
の
名
前

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）、
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
以

外
の
も
の
）

■
助
成
対
象
と
な
る
も
の

・
保
険
診
療
に
よ
る
一
部
負
担
金

・
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
標
準

負
担
額

・
養
育
医
療
、
育
成
医
療
の
自
己

負
担
金

・
訪
問
看
護
療
養
費
の
自
己
負
担
金

※
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
差
額

ベ
ッ
ド
代
、
容
器
代
、
特
定
療
養

費
（
２
０
０
床
以
上
の
病
院
を
紹

介
状
な
し
で
受
診
さ
れ
た
時
に
支

払
う
初
診
料
）
な
ど
、
保
険
外
や

自
費
分
に
つ
い
て
は
、
助
成
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
の
方
法

　

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◆
現
物
給
付

《
県
内
の
医
療
機
関
、
福
岡
市
立

こ
ど
も
病
院
、
久
留
米
大
学
病
院
、

聖
マ
リ
ア
病
院
、
佐
世
保
市
立
総

合
病
院
で
の
受
診
》

・
手
続
き⇒

お
子
さ
ん
が
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
証
、
受
給
資
格

証
を
病
院
の
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

・
助
成
内
容⇒

１
カ
月
の
医
療
費

の
自
己
負
担
が
３
０
０
円
で
済
み

ま
す
。（
た
だ
し
、
こ
の
自
己
負
担

金
は
、
医
療
機
関
ご
と
、
総
合
病

院
は
診
療
科
ご
と
、
入
院
・
入
院

外
ご
と
、
保
険
ご
と
、
の
負
担
と

な
り
ま
す
）
ま
た
、
調
剤
薬
局
で

は
自
己
負
担
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

◆
償
還
払
い

《
県
外
の
医
療
機
関
（
前
記
の
４

病
院
を
除
く
）
で
の
受
診
、
コ
ル

セ
ッ
ト
等
の
補
装
具
代
を
支
払
っ

た
と
き
な
ど
》

・
手
続
き⇒

医
療
費
助
成
申
請
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

申
請
の
手
続
き
は
、
一
部
負
担
金

を
負
担
さ
れ
た
日
か
ら
必
ず
１
年

以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。）

・
助
成
内
容⇒

助
成
対
象
と
な
る

一
部
負
担
金
等
を
、
受
給
資
格
証

の
交
付
申
請
時
に
指
定
さ
れ
た
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

■
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
受
給
資

格
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
の
保
護

者
の
方
へ
の
お
願
い

◆
お
子
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
内
容
が
変
わ
ら
れ
た
場
合

　

変
更
届
け
の
手
続
き
を
こ
ど
も

課
ま
た
は
各
支
所
乳
幼
児
医
療
担

当
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
、

健
康
保
険
証
、
受
給
資
格
証

◆
１
カ
月
に
１
つ
の
医
療
機
関
へ

２
万
１
千
円
以
上
の
一
部
負
担（
相

当
）を
伴
う
受
診
を
さ
れ
た
場
合

　

高
額
療
養
費
受
給
状
況
調
査
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
記
入
の

上
、
期
限
内
に
必
ず
ご
返
送
く
だ

さ
い
。
調
査
の
結
果
、
高
額
療
養

費
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市
が
高

額
療
養
費
を
代
理
で
受
領
す
る
た

め
の
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

記
入
、
捺
印
な
ど
し
て
い
た
だ
き

期
限
内
に
必
ず
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課　

母
子
福
祉
係

　

�　

・
７
２
５
２

40
ま
た
は
各
支
所
乳
幼
児
医
療
担

当
課
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佐
賀
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成　

年
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学

18
さ
れ
る
新
１
年
生
を
対
象
に
、
合

併
前
の
佐
賀
市
の
エ
リ
ア
で
隣
接

校
選
択
制
お
よ
び
特
認
校
制
を
実

施
し
ま
す
。

　
　

月
１
日
�
か
ら　

月　

日
�

11

11

18

ま
で
希
望
申
請
書
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
し
た
が
、
申
請
者
数
が
受

け
入
れ
可
能
人
数
を
超
え
た
小
学

校
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

抽
選
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希

望
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、

全
員
希
望
校
に
入
学
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
状
況
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。
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※
承
認
地
区
か
ら
の
希
望
者
は
除
い
て
い
ま
す
。

※
芙
蓉
小
は
特
認
校
で
す
。

※
鍋
島
小
は
大
規
模
校
の
た
め
、
兵
庫
小
は
平
成　

年
度
は
学
校

18

施
設
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
隣
接
校
区
か
ら
の
受
け
入
れ
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ　

学
事
課　

学
務
係　

�　

・
７
３
５
８

40
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※１２月２２日�に西与賀子育てサークルに出向きます。

※参加希望の場合は、それぞれの実施日の３日前までに申し込んでください。
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�援助できる内容
・保育開始まで、保育終了後の
子どもの預かり
・保育施設等への送迎
・放課後や学童保育後の子ども
の預かり
・冠婚葬祭等私的な用事での子
どもの預かり
・育児と仕事の両立に必要な援
助など

　（援助者宅での支援になります）
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�援助できる内容
・食事の支度
・掃除・洗濯
・沐浴介助
・上の子の相手など

（利用者宅に伺います）

�������	
��
�����
　�養成研修日程�　
ファミリー ･サポート
平成１８年２月２１日～２月２８日
（土日を除く４日間）
サポート・ママ
平成１８年２月２１日～２月２８日
（土日を除く６日間）
※詳しくは１月１日号に掲載します。
◎問い合わせ
　本庁　こども課　子育てコーディネート係
　　ファミリー・サポート ･センター
　　　�４０・７２８８
　　サポート ･ママ
　　　�４０・７２８９



��

�������	
���
��������
　風邪やインフルエンザは例年１２月～３月にかけて流行します。いったん流行がはじまると、短
期間に乳幼児から高齢者まで膨大な数の人を巻き込みます。
　また、高齢期は呼吸機能が低下しやすいので風邪やインフルエンザの細菌やウイルスが気道
（鼻や口から肺までの空気の通り道）で繁殖し肺炎を起こしてしまい、寝たきりになってしまう
ということもあります。
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　マスクをすることで、ウイルスの侵入をある程度抑えることができますし、咳
やくしゃみによるウイルスの拡散を一定程度抑える効果もあります。
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【休養】
　寝不足が続くと風邪にかかり
やすくなります。生活にメリハ
リをつけ良質な睡眠を確保しま
しょう。
【栄養】
・食事は1日3食バランスよく
・肉・魚・牛乳・卵・大豆食品
を積極的に食べましょう
・緑黄色野菜・根野菜、果物・
海藻を毎日食べましょう

��������	
	���

　ウイルスは手や顔、衣類等に
も付着します。公衆電話の受話
器やドアノブなどには非常に
多くのウイルスが付着してい
ます。帰宅後に手洗い・うがい
をすることは効果的です。

�������	
�

　ウイルスは湿度に極め
て弱い性質があります。
　洗濯物を室内に干した
り、加湿器などを使って適
度な湿度を保ちましょう。

�������	
��
�����
　もし、咳や熱、頭痛、関節痛などの症状がでた場合は、自分で判断せずかかり
つけの医療機関で診てもらいましょう。早めに治療し身体を休めることは、自分
の身体を守るだけでなく、他の人に風邪やインフルエンザをうつさないという意
味でも大変重要なことです。
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◎
小
学
生
の
部
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日
新
小
１
年　
　

稲
富　
　
　

塁

若
楠
小
２
年　
　

原　
　
　

詩
乃

若
楠
小
３
年　
　

稲
冨　
　

加
那

循
誘
小
４
年　
　

吉
田　
　

拓
斗

附
属
小
４
年　
　

本
岡　
　

沙
織

日
新
小
５
年　
　

柴
田　

か
お
り

日
新
小
６
年　
　

片
渕　
　

高
史

新
栄
小
６
年　
　

西　
　

悠
佳
里

����������������
����������������
�
�

日
新
小
１
年　
　

川
�　
　

礼
二

日
新
小
１
年　
　

吉
富　

有
理
紗

神
野
小
２
年　
　

石
橋　
　

聖
我

神
野
小
２
年　
　

笠
原　
　

奈
生

神
野
小
２
年　
　

徳
島　
　

孝
則

神
野
小
２
年　
　

冨
山　
　

尚
輝

神
野
小
２
年　
　

西
村　
　
　

惇

日
新
小
５
年　
　

大
�　
　

美
和

本
庄
小
５
年　
　

松
尾　
　

春
奈

本
庄
小
６
年　
　

熊
谷　
　

静
華

本
庄
小
６
年　
　

�
原　
　

沙
紀

新
栄
小
６
年　
　

近
藤　

小
百
合
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市
内
の
小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
３
５
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
応
募
者
の
中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

人
権
・
同
和
政
策
課

　

人
権
啓
発
係

　

�　

・
７
３
６
７

40

◎
中
学
生
の
部

����������������
����������������
�
�

鍋
島
中
２
年　
　

白
木　
　

佳
子

鍋
島
中
２
年　
　

中
山　
　

好
成

鍋
島
中
２
年　
　

深
川　
　

真
弥

金
泉
中
３
年　
　

古
川　
　

裕
子

����������������
����������������
�
�

成
章
中
１
年　
　

横
田　
　

菜
摘

城
北
中
１
年　
　

一
ノ
瀬　

樹
梨

金
泉
中
１
年　
　
　

瀬　
　

愛
美

成
章
中
２
年　
　

唐
島　
　

聖
奈

城
北
中
２
年　
　

相
良　
　

成
美

芙
蓉
中
２
年　
　

園
田　

知
佳
子

鍋
島
中
２
年　
　

今
村　
　
　

茜

芙
蓉
中
３
年　
　

向
井　
　

仁
美

　

冬
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
多

い
季
節
で
す
。

　

今
回
は
お
風
呂
の
省
エ
ネ
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
��������������������
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大
学
生
活
と
い
う
の
は
早
い
も

の
で
、気
が
つ
け
ば
も
う
４
年
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も　

月
と
い
う
節

１２

目
の
時
期
に
作
品
発
表
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
非
常

に
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
た
時
に
何

か
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部　

　
　

美
術
・
工
芸
課
程

　
　

西
洋
画
専
攻　

４
年

　
　
　
　
　
　
　
　

芳
武　

雄
馬

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０

40

スイッチ等使用しない
場合は消す。

お風呂を使った後はフタ
をして保温。

お風呂は、家族で間隔をおかないで
入って、なるべく追いだきしない。
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釜
山
広
域
市
蓮
堤
区
の
企
画
監

査
室
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
平
成

　

年
か
ら
「
ヨ
ン
ジ
ェ
新
聞
（
公

１５式
の
地
域
広
報
紙
）」と
佐
賀
市
の

広
報
紙
「
市
報
さ
が
」
の
記
事
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

国
際
交
流
室
�　

・
７
０
２
３

40

���������	
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�
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　去る８月から９月１０日までの４０日間、蓮堤区に居住する
一般住民、学生、会社員などのすべての住民を対象に、日常
生活で捨てられたり、使い残された廃品をリサイクルしたア
イデア作品を公募した結果、３００点余りの作品が出品され、厳
正な審査の結果、７品目１６０点が優秀アイデア商品として選
定されました。今回の展示会では公募で選定された優秀作品
だけではなく、プラスチック、蛍光灯、発砲スチロール等の
リサイクル製品も共に展示され、注目を集めていました。
　また、温泉川市民公園周辺に住んでいる学生たちにリサイ
クルアイデア作品を見学できるようにし、小学生、幼稚園児
たちのスケッチ大会も同時に開催することによって、子供た
ちに環境保護と資源節約についての関心を持たせる良いき
っかけになりました。また、さらに公園で運動や散歩をする
住民たちからも、目新しいイベントとして好評を得ました。
　これからも住民の皆さんが、廃品を資源として認識し、活
用していただけるようにするためのリサイクルアイデア作
品展示会を持続的に開催する予定です。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
恵
比
須
さ
ん

は
水
ヶ
江
四
丁
目
に
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
釣
り
ざ
お
の
代
わ
り
に
江

戸
時
代
の
商
家
で
使
わ
れ
て
い
た

出
納
帳
で
あ
る
『
大
福
帳
』
を
膝

に
広
げ
て
お
り
、
さ
ら
に
背
中
か

ら
鯛
の
尾
も
の
ぞ
か
せ
て
い
る
珍

し
い
恵
比
須
さ
ん
で
す
。

　

近
く
の
方
に
よ
る
と
以
前
は
お

賽
銭
を
あ
げ
る
買
い
物
客
の
姿
を

よ
く
見
か
け
た
そ
う
で
す
が
、
行

き
交
う
人
が
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
今
も
、
花
に
囲
ま

れ
て
通
り
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

（
水
ヶ
江
四
丁
目　

－

５
）

10

佐賀の街中のいたるところに
鎮座している「恵比須さん」

皆さんはどのくらいご存じですか？

�������	
���

◎問い合わせ　
　本庁　商工振興課
　商業振興係
　� 40・７１００

・
１
９
９
８
年　

月
９
日

10

　

佐
賀
市
と
姉
妹
都
市
締
結

・
人
口　

約　

万
８
千
人

22

・
面
積　
　

・
０
８
�

１２

・
年
間
平
均
気
温　
　

・
５
度

14

　

新
し
い
年
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら
「
そ

の
数
日
本
一
」
の
佐
賀
の
恵
比
須

巡
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
日　

平
成　

年
１
月
２
日（
月
・
祝
）、

１８

　

１
月
９
日（
月
・
祝
）、２
月　

日（
土
・
祝
）

１１

■
内
容　

佐
賀
玉
屋
集
合
。恵
比

須
神
を
お
祀
り
す
る
三
社（
松
原

神
社
、與
賀
神
社
、伊
勢
神
社
）お

よ
び
街
道
沿
い
の
恵
比
須
像
を
巡

っ
て
、新
年
の
開
運
を
祈
願
す
る
。

※
要
事
前
申
し
込
み

■
参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
等
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�



��

　

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ま
ち
の
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
を
、
緑
化
推
進
課
の

大
田
ち
ゃ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
す
る

「
見
に
行
こ
う
！
ま
ち
の
モ
デ
ル

ガ
ー
デ
ン
。」

　

今
回
は
、
下
田
町
の
ホ
ン
ダ
ベ

ル
ノ
九
州
北
佐
賀
営
業
所
に
お

じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
の
大
田
ち
ゃ
ん
）

い
や
〜
見
事
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
で
す

ね
。

（
西
依
所
長
）は
い
。お
店
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
は
や
っ
ぱ
り
お
花
が
一

番
で
す
よ
。

（
大
田
ち
ゃ
ん
）
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
ね
。
お
世
話
は
？

（
西
依
所
長
）
ス
タ
ッ
フ　

名
み

16

ん
な
で
や
っ
て
ま
す
。

（
大
田
ち
ゃ
ん
）
ほ
ー
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

緑
化
推
進
課

　

緑
化
推
進
係

　

�　

・
７
１
６
４
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�
こ
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
花
壇
�

　市・市民・事業者が協働でみどりあふれるまちづくりを進めるため、「佐賀市みどり
あふれるまちづくり条例」（当面は旧佐賀市の区域を対象とした条例です）を制定し、
今年９月からスタートしました。
　この条例に基づき、連続する３戸以上の敷地の各所有者さんが接道部の緑化について
合意した場合、市長と『緑化協定』を締結することができます。
　お隣さんと一緒にみどりの街並みを創りませんか？

○協定締結のメリットは？　
　市では、市長と緑化協定を締結された方を対象に、緑化経費の一部を支援します。
　「緑化支援補助金」の交付の条件は、
　・接道部に長さ５ｍ以上の生け垣もしくは花壇を新設すること。
　・着工前に申請すること。
　・５年以上は、植栽した樹木等を良好な状態で保つこと　などです。
　交付額は、対象経費の２分の１で上限５０,０００円です。
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（
西
依
所
長
）
実
は　

月
か
ら
こ

11

ち
ら
に
来
た
ん
で
す
が
、
前
の
お

店
で
も
み
ん
な
で
木
や
花
を
育
て

て
い
た
ん
で
す
よ
。

（
大
田
ち
ゃ
ん
）
な
る
ほ
ど
。

（
西
依
所
長
）
佐
賀
は
街
路
樹
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
実
は
お

店
の
前
の
い
ち
ょ
う
の
落
葉
の
片

付
け
が
で
す
ね
ぇ
‥

（
大
田
ち
ゃ
ん
）
車
の
排
気
ガ
ス

に
も
負
け
ず
に
生
き
て
い
ま
す
の

で
、
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
！

（
西
依
所
長
）
今
後
も
季
節
に
合

わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
木
や
花
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
私
が

い
る
間
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
！

わ
っ
は
っ
は
っ
は
ー
！

�
必
見
！
見
事
な
ハ
ン
ギ
ン
グ
で
す
�



��

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	




�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
４
月
に
愛
称
を
「
は

１７

ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」
と
し
て
開
館
し

た
当
会
館
は
多
種
多
様
な
目
的
で

利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
特
徴
的
な
の
が
、
能
や
狂

言
等
を
演
じ
る
際
に
は
張
り
出
し

構
造
の
仮
設
能
舞
台
を
設
置
し
、

一
部
稼
動
席
に
よ
り
本
格
的
な
舞

台
・
一
体
感
の
あ
る
ホ
ー
ル
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
音
響
に
充
分
配
慮
し
た

構
造
で
あ
り
、
発
表
会
・
講
演
会

や
各
種
演
劇
公
演
等
に
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
は
、複
合
公
共
施
設
と
し

て
保
健
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
し
、保
健

セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
「
は
ん
ぎ
ー
ホ

ー
ル
」
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す　
!!

■
収
容
人
数　

５
０
３
人
（
車
椅

子
席
２
席
、母
子
室
席
４
席
含
む
）

■
駐
車
場
収
容
台
数　

約
１
７
０
台

◎
問
い
合
わ
せ

　

千
代
田
町
文
化
会
館

　

神
埼
郡
千
代
田
町
大
字
直
鳥　

－

１

５７

　

�　

・
2
0
5
1

44

　
（
休
館
日：

月
曜
日
）

城
原
川 

役
場 

至
佐
賀
市
街 

R
3
8
5

アニー 

セブン 
イレブン 

R2
64

R264

県道佐賀・ 
八女線 
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�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

お正月イベント・営業時間のご案内 

200
6

参加対象者：遊機具利用券1,000円以上お買い上げ
いただいたお客様先着200名（3歳～12歳） 

園長とジャンケンして勝ったら「500円相当の福袋」
をプレゼント。 
参加費：100円　参加対象者：3歳～12歳 

11:00より開催 

参加費：100円　どなたでも参加できます 
新年はビンゴで決まり！豪華賞品も当たります！ 

◎問い合わせ　神野公園　こども遊園地 
　　　　　　　 30・8461

☆1月2日は、お楽しみ「福袋」1,000円を100個限定販売致します。 
　1月2日～4日までは、先着200名様に（3歳～12歳までのお子様お一人１個） 
　縁起の良いお菓子を無料進呈致します。 

14:00より開催 

参加費：100円　参加対象者：3歳～12歳 
こども遊園地に関係あるクイズを出題予定。上位 
1位、2位、3位に「新年お年玉賞品」をプレゼント 

14:00より開催 

　

佐
賀
県
と
福
岡
県
の
県
境
に
あ

る
、
九
州
一
の
大
河
「
筑
後
川
」

に
架
か
る
「
筑
後
川
昇
開
橋
」（
愛

称
「
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
遊
歩
」）
は
、

東
洋
一
の
昇
開
式
可
動
橋
で
す
。

旧
国
鉄
佐
賀
線
の
廃
止
に
伴
い
、

鉄
道
橋
と
し
て
の
役
目
を
終
え
、

遊
歩
道
と
し
て
よ
み
が
え
り
、
平

成　

年
５
月
に
は
、「
国
の
指
定
重

１５
要
文
化
財
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

夕
日
を
背
景
に
し
た
雄
大
な
シ

ル
エ
ッ
ト
が
、
幻
想
的
で
美
し
い

と
有
名
で
、
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
橋
は
、
い
つ
の
頃

か
ら
か
、
橋
の
上
流
・
下
流
で
の

海
運
業
の
発
展
や
、
船
の
通
行
の

た
め
に
可
動
部
が
上
が
る
姿
か
ら
、

（
開
運
）が（
昇
る
）橋
と
し
て「
開

運
の
橋
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
左
右

か
ら
伸
び
る
橋
が
中
央
の
昇
開
橋

部
で
手
を
取
り
合
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
が
一

つ
に
な
る
橋
と
し
て
「
縁
結
び
の

橋
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
人
づ
て
に
話
題

と
な
り
、
今
で
は
「
開
運
」・「
良

縁
」
の
橋
と
し
て
も
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

最
近
の
一
番
の
話
題
は
、「
鍵
」。

開
運
と
縁
結
び
の
橋
に「
愛
の
鍵
」
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を
か
け
る
と
互
い
の
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
大
人
気
で
す
。

こ
の
願
い
を
込
め
た
「
鍵
」
は
、

１
個
1
�
0
0
0
円
で
、
橋
の
入

り
口
に
あ
る「
も
ろ
ど
み
一
番
館
」

な
ど
で
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、�
筑

後
川
昇
開
橋
�
で
運
を
開
き
、
愛

を
深
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
年
末
年
始
の
ご
利
用
に
つ
い
て

　
　

月　

日
�
か
ら
１
月
３
日
�

１２

２９

ま
で
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
１
月
１
日
の
み
午
前
６
時　
３０

分
か
ら
午
前
８
時　

分
ま
で
ご
利

３０

用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人

　

筑
後
川
昇
開
橋
観
光
財
団

　
（
福
岡
県
大
川
市
小
保
６
１
４
�
６
）

　

�
０
９
４
４
・　

・
９
９
１
９

８７

�
�
�
�
�
�
�
�
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